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折角のＧＷなのに、またまた緊急事態宣言が発出されてしまいました。今回は、全国全て
という訳では無く４都府県限定とのことですが、またまた我慢のＧＷになってしまいまし
た。高齢の両親と一緒に行った高齢者向けワクチン接種の予約では、電話もネットも繋が
らないし、ようやく繋がって予約出来たと思ったらシステム障害で予約はキャンセルだそ
うで、２日後に再度受付開始だと言われました・・・。システム障害って何？本番前にテ
ストランもしていないの？全部業者に丸投げですか？さすがは責任の所在をはっきりさせ
ない公務員の仕組みですね！これが民間だったら担当者の責任が厳しく追及されますよ。
兎に角、国も行政も国民をなめすぎです！！無駄になった何時間もの時間を返せっ！！！

無期転換をめぐる裁判の動向と厚生労働省の動きについて

１．無期転換をめぐる裁判の動向
物流大手の日本通運で有期雇用で働いていた男性（４０）が、契約期間が通算５年を過

ぎ、無期契約への転換を希望できる日の直前に雇用を打ち切られたのは不当だと訴えた訴
訟で、横浜地裁川崎支部が訴えを棄却する判決を言い渡しました。男性は２０１２年９月
から同社に派遣社員として勤務。労働契約法の改正で５年ルールが導入された後の１３年
７月に、１年間の契約社員として日通に直接雇われ、４回の契約更新を重ねましたが、 １
８年６月末に契約を打ち切られました。判決では、雇用契約書に「更新限度が１８年６月
３０日までの５年」と明記されていると指摘。男性が「契約内容を十分認識した上で契約
を締結した」と認定し、改正労契法の「５年ルール」については、「５年を超えて労働者
を雇用する意図がない場合に、当初から更新上限を定めることが直ちに違法にはならない
」と指摘しました。男性は控訴する方針ということです。
無期転換については、無期転換申込権が発生する５年の直前での雇止めに関するトラブ

ルが増加。裁判も相次いでいて、２月の山口地裁判決（山口県立病院機構）、３月の福岡
地裁判決（博報堂）などでは、不更新条項の効果を否定して「雇止め法理」を踏まえて雇
い止めを無効とする判決が出ています。

２．厚労省が「取組支援ワークブック」公開
無期転換権に絡む様々問題を受けて、厚生労働省では「無期転換ルールに対応するため

の取組支援ワークブック」を作成・公開しています。このワークブックは、「企業が無期
転換ルールに対応するにあたって問題となるポイントを中心に、ワーク形式の演習を交え
ながら解説したもの」で、平成３０年の「多様な正社員及び無期転換ルールに係るモデル
就業規則と解説（全業種版）」とともに使用して、無期転換ルールに適法に対応した社内
制度を整備して欲しいというものです。巻末には８ステップからなるワークシートが掲載
されており、これを活用することで無期転換ルールに対応するための手順を実践すること
ができるとのことです。

３．「多様化する労働契約のルールに関する検討会」始まる
また、厚労省では３月２４日から、無期転換ルールの見直しを主要テーマのひとつとす

る検討会も始まりました。現行法下での適正な運用を心がけたいのはもちろんですが、今
後の制度の見直しへの動きも気になるところです。

【厚生労働省「無期転換ルールに対応するための取組支援ワークブック」】

https://muki.mhlw.go.jp/policy/workbook_201125_01.pdf


